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 本年は、平成３０年から推進している第１３次東京労働局労働災害防止計画の最終年になります。

「Safe Work TOKYO」の下、「トップが打ち出す方針 みんなで共有 生み出す・安全・安心」

をキャッチフレーズとして、死亡災害を 2017 年と比較して、2022 年までに 15％以上減少させ

る。休業４日以上の死傷者数を増加が著しい業種、事故の型に着目した対策を講じることにより

2017 年と比較して、2022 年までに 5％以上減少させるという基本目標を掲げて取組を推進して

います。 

  令和３年における東京労働局管内の休業４日以上の死傷災害は、新型コロナウイルス感染症によ

る労働災害の増加などもあり、12,016 件（令和４年１月末現在：速報値）で前年同時期に比べて

2,152 件（21.8％）の増加、死亡災害については 63 人と前年同時期と比べて 28 人の増加となっ

ています。 

 労働災害が増加している現状において、目標達成が厳しい状況ではありますが、経営トップから

第一線の現場で働く全ての方が一丸となって、積極的に安全衛生活動に取り組んでいただきますよ

うお願いいたします。 

 

 

中央労働基準監督署 随時受付窓口の開設 

 

  「時間外労働・休日労働に関する協定届（36 協定）や「就業規則届」等、下記届け出を 

３月１６日（水）～３月３１日（木） 

８：３０～１７：１５  ８階会議室 

  で受付いたします。 

 

・時間外労働・休日労働に関する協定届（36 協定） 

・就業規則届 

・適用事業報告 

・変形労働時間制に関する協定届 

・専門業務型裁量労働制に関する協定届 

・企画業務型裁量労働制に関する決議届・報告 

・時間外労働・休日労働に関する労使委員会の決議届 

※ 例年、年度末は大変混雑しますので、早めの届出にご協力ください。 

※ 控えが必要な場合は、必ず写しをお持ちください。当署では、控えのコピーは行いませ

ん。 

※ 電子申請や郵送による届出も、ぜひご活用ください。 
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